
（熊谷市）記者クラブ取材情報 

事業の名称等 

熊谷市ゆうゆうバスの新規路線開設等について 

１．実施日時等   平成２３年１０月 １日（土）から 

２．会場・主催地 

３．主催者・関係者 

（１）団体名等 

（２）代表者名                    ＴＥＬ 

４．事業内容 

 

 

 

 

５．目的・理由 

 

 

６．経緯・経過 

 

 

 

 

７．影響・効果 

 

 

８．この事業の実施による特記事項 

 

 

 

（１）県内の状況 

  ア．県内で初めて イ．県内で    番目     

（２）他市が実施している事業に比べて本市の特色 

 

  ・他市と同じ 

※ 資料の有無（ 有 ・ 無 ） 

担当課                     担当者 

連絡先 ＴＥＬ                   

 

から運行開始されます。見直し内容は、①江南地区路線「ほたる号」、②熊谷駅周辺路線「直

実号」を新設しました。また、既存路線の４系統（さくら号、ｸﾞﾗｲﾀﾞｰ号、ﾑｻｼﾄﾐﾖ号、ひま

わり号）について、全系統で停留所の新設や経路の変更などを実施。さらに、1 日乗車券

３００円を導入。詳細経路等は別添のとおり。 

新設の２系統の愛称・イラストは、公募（7/15～9/5）し、

審査会（9/10）を経て、決定した。応募数は、①江南：４８作品、②熊谷駅周辺：４４作

品であった。選定された作品の応募者は、①江南：成沢在住の湯本榮様、②熊谷駅周辺：

宮前町在住の高木公宏様。 イラストのデザインバスは、来年１月に運行予定。 

 

 

 

学生や高齢者、市への来訪者の移動手段を確保する。 

市内 

 

熊谷市 

048-524-1111 市長 富岡 清 

運賃１回 100円で市内を運行している「ゆうゆうバス」を見直し、１０月１日

ゆうゆうバスは民間バス事業者が自社の路線バスとして運行しているが、バス事業者と市

が協定を結ぶことで、運行経費に対し市が補助を行い、運行されていた。平成２３年３月、

本市の公共交通を総合的かつ一体的に推進するための計画「地域公共交通総合連携計画」

策定したが、今年度は、計画に基づき、ゆうゆうバスの見直し準備を進めていた。 

 

新規路線の運行及び既存路線の停留所新設による利便性の向上とこれに伴うバス利用者

の増加。 

 

田島、高木 

048-524-1111（内線 215） 

総合政策部企画課 



 

ほたる号のイラスト（原画） 

 

 

 

直実号のイラスト（原画） 

（中央）直実  （左下）星川  （左上）花火  （右中央）あつべえ 


